
西
武
線
の
所
沢
駅
か
ら
本
川
越
方

面
へ
、
次
の
駅
が
航
空
公
園
駅
だ
。

東
口
を
出
て
振
り
返
っ
て
み
た
ら
、

駅
舎
は
複
葉
機
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
形

で
、
中
央
に
か
か
る
時
計
の
針
は
プ

ロ
ペ
ラ
の
形
を
し
て
い
た
。

正
面
に
は
特
産
の
狭
山
茶
を
宣
伝

す
る
小
さ
な
茶
畑
と
、
国
産
の
プ
ロ

ペ
ラ
旅
客
機
「
Ｙ
Ｓ
─

」
が
見
え

11

る
。
こ
の
脇
を
進
む
と
所
沢
航
空
記

念
公
園
。
約

㌶
の
敷
地
に
、
ヤ
マ
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ザ
ク
ラ
な
ど
計
約
５
０
０
本
の
桜
を

は
じ
め
１
０
０
種
類
以
上
の
樹
木
が

散
在
し
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
咲

か
せ
る
。
天
気
の
良
い
日
は
親
子
連

れ
が
弁
当
を
広
げ
る
姿
も
。

公
園
は
、
１
９
１
１
年
に
日
本
初

の
飛
行
場
と
し
て
開
設
さ
れ
た
所
沢

飛
行
場
の
跡
地
。
「
飛
行
場
だ
っ
た
こ

ろ
を
知
る
市
民
の
方
が
少
な
い
。
こ

こ
は
徳
川
好
敏
大
尉
操
縦
の
（
複
葉

機
の
）
ア
ン
リ
ー
・
フ
ァ
ル
マ
ン
機

が
飛
行
に
成
功
し
た
日
本
の
航
空
発

祥
の
地
。
そ
れ
を
語
り
継
ぐ
場
所
で

す
」
と
「
所
沢
航
空
資
料
調
査
収
集

す
る
会
」
の
越
阪
部
四
一
郎
さ
ん

お

さ

か

べ

し

い

ち

ろ

う

（

）
が
教
え
て
く
れ
た
。

84公
園
内
に
は
軍
用
の
Ｃ
─

輸
送
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機
や
航
空
事
故
の
日
本
初
の
犠
牲
者
、

木
村
鈴
四
郎
、
徳
田
金
一
両
中
尉
の

記
念
塔
な
ど
が
並
ぶ
。
目
を
ひ
く
の

は
ド
ー
ム
型
の
航
空
発
祥
記
念
館
。

国
産
初
の
軍
用
機
「
会
式
１
号
機
」

の
レ
プ
リ
カ
な
ど
、
戦
前
戦
後
の
飛

行
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。
ジ
ャ
ン
ボ
機
の
操
縦
を
楽

し
め
る
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

も
あ
る
。

公
園
の
南
を
走
る
国
道
４
６
３
号

に
は
、
さ
い
た
ま
市
の
北
浦
和
か
ら

所
沢
駅
周
辺
ま
で
約
２
４
０
０
本
の

「
日
本
一
の
ケ
ヤ
キ
並
木
」
が
あ
る
。

国
道
を
渡
り
南
に
１
０
０
㍍
ほ
ど
行

く
と
、
東
川
の
川
べ
り
に

年
の
東
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京
五
輪
後
に
植
え
ら
れ
た
と
い
う
桜

並
木
が
続
く
。

千
歳
橋
脇
に
立
派
な
門
構
え
の
建

物
が
見
え
た
。
能
面
師
・
福
山
元
誠

げ
ん
せ
い

さ
ん
（

）
の
工
房
を
兼
ね
る
長
屋
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門
能
面
美
術
館
だ
。
「
日
本
文
化
の
神

髄
を
少
し
で
も
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
福
山
さ
ん
。
築
約
１
５
０
年
と
い

う
農
家
の
母
屋
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
、
い
く
つ
も
の
面
が
静
か
に
並
ん

で
い
た
。
（
所
沢
支
局

広
田
茂
樹
）

◇

「
ぶ
ら
り
駅
前
」
は
今
回
で
終
了

し
、
７
日
か
ら
「
訪
ね
て

あ
の
舞

台
」
が
始
ま
り
ま
す
。

メ
モ航

空
発
祥
記
念
館
は
月
曜
休
館
。

入
場
料
は
大
人
５
０
０
円
、
小
中
学

生
２
５
０
円
。
随
時
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
実
施
。
長
屋
門
能
面
美
術
館
は
、

第
１
・
３
土
日
曜
の
み
開
館
。
入
場

料
３
０
０
円
。
開
館
日
に
能
面
教
室

を
開
講
。

西
武
新
宿
線
・
航
空
公
園
駅

（
所
沢
市
）

航
空
界
の
夜
明
け

語
り
継
ぐ
場


